
 

４
月
12
日
（
日
）
、
第
18
回
神
子
区
ゴ

ル
フ
コ
ン
ペ
が
さ
つ
ま
ゴ
ル
フ
リ
ゾ
ー
ト

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
朝
か
ら
雨

で
し
た
が
、
参
加
者
17
名
が
会
場
に
集

合
。
話
し
合
い
の
結
果
ス
タ
ー
ト
す
る
こ

と
に
。
午
前
中
は
雨
カ
ッ
パ
を
着
て
、
午

後
か
ら
は
雨
も
上
が
り
気
持
ち
よ
く
プ
レ

ー
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。 

 
懇
親
会
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
拡
大
を
考
慮
し
て
中
止
と
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
希
望
者
の
み
で
、
あ
び
～
る
館

に
て
反
省
会
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
ほ
ぼ
全
員
の
参
加
と
な
り
ま
し
た
が
、

プ
レ
ー
中
の
感
動
を
再
び
味
わ
い
ま
し

た
。
時
間
の
経
過
と
と
も
に
、「
飲
ん
で
・

飲
ま
れ
て
」
い
つ
も
の
パ
タ
ー
ン
で
終
了

し
ま
し
た
。
懇
親
会
中
止
の
意
味
は
！？ 

 
 【

成
績
】 

優
勝 
 

三
角 

智
子
さ
ん 

準
優
勝 

下
大
迫 

正
昭
さ
ん 

３
位 

 

榊 

健
一
さ
ん 

 

〈
ゴ
ル
フ
部
長 

大
野 

究
（
中
間
）
〉 

 

①
あ
じ
さ
い
団
地
の
児
童
を
迎
え
る
住
民 

②
高
嶺
付
近
で
の
見
守
り
・
上
下
大
迫
住
民 

③
集
団
登
校
の
児
童
た
ち 

① ② 

③ 

↑
ブ
ロ
ワ
の
威
力
！！ 

 

作
業
中 

 

↑
作
業
中
：
女
性
パ
ワ
ー
が
頼
り
で
す
。 

 

ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
２
チ
ー
ム
ま

で
と
し
た
こ
と
か
ら
、
例
年
よ
り
少
な
い

出
場
チ
ー
ム
と
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、

ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
な
ど
の
好
プ
レ
ー
や
珍

プ
レ
ー
が
あ
り
小
学
校
の
校
庭
は
笑
い
声

が
響
い
て
い
ま
し
た
。
２
ラ
ウ
ン
ド
途
中

か
ら
雨
が
降
り
だ
し
ま
し
た
が
、
最
後
ま

で
競
技
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

な
お
、
11
月
14
日
（
土
）
に
町
区
公
民

館
対
抗
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
が
開
催

予
定
で
す
。
出
場
さ
れ
る
上
位
３
チ
ー
ム

の
公
民
会
は
神
子
区
代
表
と
し
て
頑
張
っ

て
く
だ
さ
い
。 

↑朝早くから多くの区民の皆様 

に集まっていただきました 

よ
～
く
狙
っ
て
・
・
・ 

仲
間
も
見
守
り
ま
す 

↑
新
規
購
入
の
ブ
ロ
ワ 

 

７
月
５
日
（
日
）
、
第
16
回
神
子
区
公

民
会
対
抗
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
が
、

鶴
田
小
学
校
校
庭
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

９
公
民
会
か
ら
17
チ
ー
ム
84
名
の
参
加

で
優
勝
め
ざ
し
競
い
合
い
ま
し
た
。 

昨
年
ま
で
各
公
民
会
３
チ
ー
ム
ま
で
参

加
可
能
で
し
た
が
、
今
年
は
コ
ロ
ナ
ウ
イ 

団
体
の
部
は
「
湯
田
原
１
号
」
が
見
事

優
勝
し
ま
し
た
。
全
成
績
は
左
記
の
と
お

り
で
す
。 

 【
成
績
】 

■
団
体
の
部 

優
勝 

 

湯
田
原
１
号 

準
優
勝 
栗
野 

３
位 

 

上
下
大
迫 

■
個
人
の
部
（
男
子
） 

優
勝 

 

大
野 

正
剛
さ
ん(

大
野) 

準
優
勝 

外
園 

章
人
さ
ん(
大
野) 

３
位 

 

榊 

健
一
さ
ん(

湯
田
原) 

■
個
人
の
部
（
女
子
） 

優
勝 

 

水
流 

良
子
さ
ん(

櫃
ヶ
迫) 

準
優
勝 

鰺
坂 

絹
子
さ
ん(

櫃
ヶ
迫) 

３
位 

村
田 

ト
シ
子
さ
ん(

櫃
ヶ
迫) 

 
 
 
 
 

〈
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
部
長 

竹
下 

和
男
（
櫃
ヶ
迫
）〉 
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４
月
６
日
（
月
）
か
ら
９
日
（
木
）
ま
で

の
４
日
間
、
春
の
あ
い
さ
つ
・
こ
だ
ま
運
動

を
実
施
し
ま
し
た
。 

 

神
子
橋
を
通
学
す
る
元
気
い
っ
ぱ
い
の

小
学
生
か
ら
「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
～
す
」

の
大
き
な
声
で
一
日
が
始
ま
り
ま
す
。 

 

こ
の
運
動
で
は
、
鶴
田
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
地
域

住
民
（
有
志
）
、
公
民
会
長
、
民
生
委
員
、

館
長
、
館
長
代
理
の
方
々
が
交
代
で
立
哨

し
、
横
断
歩
道
を
安
全
に
通
行
で
き
る
よ
う

誘
導
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
上
下
大
迫
公
民

会
で
は
、
主
に
あ
じ
さ
い
団
地
か
ら
登
校
す

る
児
童
を
２
か
所
で
見
守
り
活
動
を
続
け

て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
地
域
を
支
え
て
く
れ

る
子
供
た
ち
が
、
健
や
か
に
成
長
す
る
よ
う

地
域
全
体
で
見
守
り
ま
し
ょ
う
。〈
館
長
〉 

 

５
月
上
旬
、
区
高
齢
者
ク
ラ
ブ
の
皆
さ

ん
が
、
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の

庭
や
土
手
な
ど
の
草
刈
り
清
掃
を
し
て
下

さ
い
ま
し
た
。
お
か
げ
さ
ま
で
と
て
も
綺

麗
に
な
り
ま
し
た
。
ご
厚
意
に
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。
刈
り
取
っ
た
草
は
、
館
長
と

館
長
夫
人
で
処
分
し
ま
し
た
。 

 

区
民
の
拠
り
所
や
近
所
の
子
供
た
ち
の

遊
び
場
に
も
な
っ
て
い
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
で
す
。
遠
近
を
問
わ
ず
に
、
区

民
の
皆
さ
ん
自
ら
の
手
で
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
が
綺
麗
に
保
た
れ
る
こ
と
に
意

義
が
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。〈
館
長
〉 

 

新
型
コ
ロ
ナ
な
ど
そ
っ
ち
の
け
、
参
加

者
の
熱
意
と
パ
ワ
ー
で
約
１
時
間
ほ
ど

で
作
業
は
終
了
し
ま
し
た
。
刈
り
取
っ
た

草
の
持
ち
出
し
は
業
者
に
依
頼
し
ま
し

た
。
６
月
は
、
高
嶺
の
方
か
ら
ブ
ロ
ワ
（
送

風
機
）
の
提
供
が
あ
り
、
こ
れ
ま
で
以
上

に
綺
麗
に
仕
上
が
り
ま
し
た
。
こ
れ
を
受

け
、
区
で
も
１
台
購
入
し
さ
っ
そ
く
８
月

に
使
用
し
ま
し
た
。
公
民
会
の
作
業
な
ど

に
は
無
料
で
貸
し
出
し
ま
す
の
で
、
大
い

に
活
用
し
て
く
だ
さ
い
！ 

 

参
加
さ
れ
た
皆
様
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。〈
館
長
〉 

 

８
月
２
日
（
日
）、
神
子
区
一
斉
清
掃
を

実
施
し
ま
し
た
。 

 

お
盆
や
帰
省
客
を
迎
え
る
準
備
を
兼
ね

て
、
10
公
民
会
が
道
路
や
土
手
な
ど
の
草

刈
り
清
掃
で
汗
を
流
し
ま
し
た
。
念
入
り

な
作
業
の
お
か
げ
で
、
神
子
区
全
域
が
す

っ
き
り
と
綺
麗
に
な
り
ま
し
た
。 

 

少
子
高
齢
化
が
懸
念
さ
れ
る
中
、
地
域

の
皆
さ
ん
の
共
働
が
、
人
と
人
と
の
繋
が

り
（
絆
）
や
励
ま
し
と
な
り
、
ま
た
助
け

合
い
の
心
が
更
に
芽
生
え
、
今
後
の
神
子

区
の
発
展
に
つ
な
が
る
も
の
と
思
っ
て
い

ま
す
。〈
館
長
〉 

 

６
月
21
日
（
日
）
と
８
月
16
日
（
日
）、

午
前
６
時
か
ら
川
内
川
堤
防
の
草
刈
り
清

掃
を
行
い
ま
ま
し
た
。
６
月
は
大
野
、
高

嶺
、
中
間
、
新
田
、
栗
野
、
柳
野
、
大
俣

公
民
会
の
総
勢
113
名
が
、
８
月
は
湯
田

原
、
櫃
ヶ
迫
、
上
下
大
迫
公
民
会
の
総
勢

108
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。 



「さつまの日」 のぼり旗の掲出 

 

剪定でさっぱりとなった「一ッ葉」の木 

 

館
長
賞
を
受
賞
し
た
お
二
人
の
灯
ろ
う 

中園桃果さんの作品 平野紗羽さんの作品 

役員一同正座し安全を祈願 

 

                                           

                                           

                                           

                                          

                                           

 

「
さ
つ
ま
の
日
」
を
ご
存
知
で
し
ょ
う

か
。
毎
月
第
３
土
曜
日
が
「
青
少
年
育
成

の
日
」、
第
３
日
曜
日
が
「
家
庭
の
日
」
と

な
っ
て
お
り
、
こ
の
２
つ
を
総
称
し
て
「
さ

つ
ま
の
日
」
と
い
い
ま
す
。
区
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
は
、
の
ぼ
り
旗
を
掲
出

し
呼
び
か
け
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

 

「
青
少
年
育
成
の
日
」
は
、
地
域
の
行

事
や
子
ど
も
会
活
動
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
な
ど
の
地
域
活
動
等
に
親
子
で
積
極
的

に
参
加
し
、
家
族
及
び
地
域
の
皆
さ
ん
と

一
緒
に
活
動
し
、
ふ
れ
あ
い
や
交
流
を
深

め
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。 

 

「
家
庭
の
日
」
は
、
家
庭
に
お
け
る
親

子
の
か
か
わ
り
方
を
見
直
す
機
会
と
し

て
、
家
庭
の
日
に
は
、
家
族
で
ゆ
っ
く
り

ご
飯
を
食
べ
た
り
、
話
し
合
っ
た
り
、
そ

ろ
っ
て
外
へ
出
か
け
た
り
す
る
機
会
を
作

り
ま
し
ょ
う
、
と
い
う
も
の
で
す
。 

 

親
子
や
地
域
と
の
か
か
わ
り
は
、
子
供

た
ち
に
と
っ
て
必
要
不
可
欠
な
も
の
で

す
。
親
御
さ
ん
が
子
供
の
健
や
か
な
成
長

を
願
う
の
は
ご
く
あ
た
り
ま
え
の
こ
と
で

す
。
こ
の
ご
く
あ
た
り
ま
え
を
守
る
た
め

に
、
親
と
子
、
そ
し
て
地
域
と
の
繋
が
り

を
大
切
に
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。〈
館
長
〉 

 

平
成
７
年
度
に
始
ま
っ
た
本
計
画
も
５

年
毎
の
見
直
し
を
し
な
が
ら
、
平
成
27
年

度
に
策
定
し
た
神
子
区
の
活
性
化
計
画
が

今
年
度
で
終
わ
る
こ
と
か
ら
こ
れ
を
見
直

し
、
引
き
続
き
新
た
な
５
か
年
計
画
を
策

定
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

 

こ
れ
ま
で
の
具
体
的
な
実
践
計
画
（
取

組
み
）
を
振
り
返
り
、
そ
の
達
成
度
や
未

達
成
の
場
合
の
原
因
な
ど
を
再
確
認
す
る

検
証
作
業
が
重
要
と
な
り
ま
す
。 

 

 

こ
の
計
画
は
、
地
域
活
性
化
部
門
、
環

境
景
観
部
門
、
福
祉
・
健
康
増
進
部
門
や

農
業
振
興
部
門
な
ど
８
部
門
に
分
類
し
た

も
の
と
な
っ
て
お
り
、
検
証
作
業
は
膨
大

な
も
の
と
な
り
ま
す
。 

 

神
子
区
が
一
歩
前
進
す
る
た
め
に
は
、

区
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
が
必
要

と
な
り
ま
す
。 

 

そ
の
た
め
の
説
明
会
が
、
６
月
30
日

（
火
）
中
央
公
民
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
今
後
の
取
り
組
み

方
が
注
目
さ
れ
ま
す
。〈
館
長
〉 

 
７
月
26
日
（
日
）、
午
後
６
時
30
分
か

ら
稲
留
神
社
の
夏
越
祭
を
執
り
行
い
ま
し

た
。
神
子
区
役
員
14
名
が
神
殿
に
正
座
。

神
子
区
民
の
家
内
安
全
、
無
病
息
災
、
五

穀
豊
穣
を
祈
願
し
ま
し
た
。 

 

夏
越
祭
に
先
立
ち
、
公
民
会
長
さ
ん
達

に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
、
神
社
、
モ

ミ
ジ
園
の
３
か
所
の
草
刈
り
清
掃
を
し
て

も
ら
い
ま
し
た
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ

ー
入
り
口
の
「
一
ッ
葉
」
の
木
は
プ
ロ
級

の
剪
定
で
見
違
え
る
ほ
ど
綺
麗
に
な
り
ま

し
た
。
会
長
の
皆
様
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。〈
館
長
〉 

受
賞
者
は
、
湯
田
原
の
平
野
紗
羽
さ
ん
（
６

年
）
と
櫃
ヶ
迫
の
中
園
桃
果
さ
ん
（
５
年
）

で
す
。
献
灯
し
て
く
れ
た
皆
さ
ん
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。〈
館
長
〉 

 

今
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

拡
大
を
考
慮
し
て
、
六
月
灯
は
中
止
に
し

ま
し
た
が
、
小
学
生
11
名
が
灯
ろ
う
を
献

灯
し
て
く
れ
ま
し
た
の
で
、
神
社
内
に
飾

り
付
け
て
神
事
を
行
い
ま
し
た
。
審
査
会

は
行
わ
ず
特
別
賞
と
し
て
館
長
賞
を
２
名

の
小
学
生
に
記
念
品
を
添
え
て
表
彰
し
ま

し
た
。 

今
年
猛
威
を
振
る
っ
て
い
る
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
た

め
、
中
止
と
な
っ
た
行
事
は
次
の
と
お

り
で
す
。（
神
子
区
関
係
の
み
） 

・
４
月
19
日
（
日
） 

神
子
区
「
花
見
の
会
」 

・
５
月
10
日
（
日
） 

さ
つ
ま
町
壮
年
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会 

・
５
月
17
日
（
日
） 

 
 

鶴
田
小
・
幼
稚
園
校
区
合
同
運
動
会 

・
７
月
26
日
（
日
） 

神
子
区
六
月
灯
・
灯
ろ
う
審
査
会 

・
８
月
２
日
（
日
） 

さ
つ
ま
町
夏
ま
つ
り 

・
８
月
５
日
（
水
）
～
７
日
（
金
） 

 
 

旧
鶴
田
総
ぐ
る
み
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会 

・
８
月
12
日
（
水
） 

第
12
回
神
子
区
夏
ま
つ
り 

・
９
月
６
日
（
日
） 

さ
つ
ま
町
民
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会 

・
９
月
21
日
（
月
・
祝
） 

神
子
区
敬
老
祝
賀
会 

※
区
か
ら
記
念
品
を
届
け
ま
す
。 


